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慰
霊
式
典
と
同
じ
日
、
千
歳
橋
右
岸
た

も
と
で
は
、
狩
野
川
台
風
追
悼
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
（
慰
霊
碑
）
の
除
幕
式
を
行
い
ま
し

た
。
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
製
作
者
の
芸
術
家
・

鈴
木
丘
さ
ん
（
守
木
）は
、「
五
十
年
前
に

暴
れ
た
狩
野
川
も
、
今
は
豊
か
な
自
然
の

シ
ン
ボ
ル
。
将
来
に
わ
た
っ
て
も
狩
野
川

が
平
和
の
象
徴
で
あ
る
こ
と
を
祈
り
ま

す
」
と
語
り
、
式
典
に
参
列
し
た
南
条
区

長
の
原
唯
彦
さ
ん
は
、「
狩
野
川
が
再
び

暴
れ
川
に
な
ら
な
い
よ
う
、
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
が
見
守
っ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
周
り
に
は
、
ベ
ン
チ

や
花
壇
な
ど
の
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
も
併
せ

て
整
備
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
一
度
訪
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

皆
さ
ん
は
、『
Ｂ
Ｄ
Ｆ
（
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
）バ
ス
』を
ご
存
じ
で
す
か
？
ガ

ソ
リ
ン
や
軽
油
等
の
、
二
酸
化
炭
素
を
大

量
に
排
出
す
る
従
来
の
化
石
燃
料
を
使
わ

ず
、
使
用
済
み
の
食
用
油
で
走
る
、
地
球

環
境
に
や
さ
し
い
自
動
車
で
す
。

伊
豆
箱
根
バ
ス
で
は
、
こ
の
ほ
ど
Ｂ
Ｄ

Ｆ
バ
ス
を
導
入
し
、
伊
豆
長
岡
駅
前
ロ
ー

タ
リ
ー
で
出
発
式
を
行
い
ま
し
た
。
昔
な

つ
か
し
い
緑
の
し
ま
模
様
デ
ザ
イ
ン
の
こ

の
バ
ス
は
、
平
日
は
循
環
バ
ス
、
日
曜
日

は
市
観
光
協
会
の
『
富
士
山
と
歴
史
め
ぐ

り
バ
ス
』
と
し
て
運
行
し
ま
す
。
地
球
に

優
し
く
、
歴
史
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

歴
史
め
ぐ
り
バ
ス
申
込
み
・
問
合
せ

伊
豆
の
国
市
観
光
協
会

電
話
０
５
５（
９
４
８
）０
３
０
４

川
と
調
和
す
る
未
来
へ

狩
野
川
台
風
追
悼
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

私
た
ち
は
忘
れ
な
い

狩
野
川
台
風
五
十
年
慰
霊
式
典

ＢＤＦバスは歴史めぐりにピッタリなレトロデザイン

犠牲者の冥福を祈り、防災の決意を新たに
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二
百
九
十
人
も
の
市
民
の
命
を
奪
っ
た

『
狩
野
川
台
風
』
か
ら
半
世
紀
。
市
は
そ
の

教
訓
を
胸
に
刻
む
た
め
、
ア
ク
シ
ス
か
つ

ら
ぎ
で
慰
霊
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。
式

典
に
は
、
被
災
者
や
遺
族
、
市
・
県
・
国

の
関
係
者
、
一
般
市
民
ら
約
四
百
人
が
参

列
し
て
黙
と
う
し
、
舞
台
に
設
置
し
た
慰

霊
塔
を
前
に
献
花
し
ま
し
た
。

こ
の
日
、
ご
主
人
・
広
志
さ
ん
も
遺
族

と
し
て
参
列
す
る
な
か
、
わ
が
子
の
千
波
ち
な
み

さ
ん
（
八
歳
）
と
七
海
な
な
み

く
ん
（
五
歳
）
を
伴

っ
て
会
場
を
訪
れ
た
増
島
佐
和
子
さ
ん

（
白
山
堂
）
は
、「
台
風
で
夫
の
祖
母
と
四

人
の
兄
弟
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
遠
い
昔
、

家
族
を
襲
っ
た
悲
劇
を
子
ど
も
た
ち
に
も

伝
え
て
い
き
た
い
」と
語
り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
狩
野
川
台
風
を
忘
れ
な
い
。

そ
し
て
、
水
害
は
二
度
と
起
こ
さ
な
い
と
、

一
人
ひ
と
り
が
強
く
決
意
し
ま
し
ょ
う
。
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歴
史
エ
コ
バ
ス
発
進

伊
豆
箱
根
バ
ス
Ｂ
Ｄ
Ｆ
車
導
入

あ
や
め
会
館
で
、
市
明
る
い
選
挙
啓
発

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
を
行
い
ま

し
た
。
応
募
総
数
は
市
内
小
・
中
学
校
か

ら
計
六
百
三
十
点
。
市
明
る
い
選
挙
推
進

協
議
会
委
員
や
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

ら
に
よ
る
審
査
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
。

【
小
学
生
の
部
】
入
選
…
佐
藤
彩
さ
ん（
韮

山
南
小
六
年
）、
金
刺
菜
摘

か
ね
ざ
し
な
つ
み

さ
ん（
同
六
年
）、

川
口
真
菜
ま
　
な

さ
ん（
同
六
年
）、
山
本
世
依
羅

せ
　
い
　
ら

さ
ん
（
大
仁
小
六
年
）、
高
田
茉
奈
ま
　
な

さ
ん

（
大
仁
東
小
六
年
）、
そ
の
他
佳
作
五
人

【
中
学
生
の
部
】
入
選
…
竹
内
美
月
み
づ
き

さ
ん

（
長
岡
中
二
年
）、
長
谷
川
大
矩
ひ
ろ
の
り

く
ん
（
同

三
年
）、
井
阪
勇
輝
く
ん
（
同
三
年
）、
鈴

木
美
緒
さ
ん（
同
三
年
）、
茂
利
冬
威

も

り

と
う
い

く
ん

（
同
三
年
）、
そ
の
他
佳
作
五
人

な
お
入
選
作
品
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

日
本
を
変
え
る
そ
の
一
票

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
コ
ン

厳正な審査が行われたポスターコンクール 9／16

千歳橋右岸のたもとに整備したモニュメント
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九
回
目
の
狩
野
川
一
〇
〇
キ
ロ
サ
イ
ク
リ

ン
グ
を
中
島
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
特
別
ゲ
ス
ト
の
参
加
や
、
映

画
『
シ
ャ
カ
リ
キ
！
』
の
特
別
協
賛
も
功
を

奏
し
、
百
キ
ロ
・
五
十
キ
ロ
両
コ
ー
ス
合
わ

せ
て
過
去
最
高
の
六
百
一
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
百
キ
ロ
コ
ー
ス
の
ゲ
ス
ト
、
高
橋

正ま
さ

純ず
み

さ
ん
（
Ｋ
‐
Ｍ
Ｉ
Ｘ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

ー
）
は
完
走
後
、「
萬
城
の
滝
な
ど
の
各
チ

ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
が
変
化
に
富
ん
で
い
て
、

普
段
気
づ
か
な
い
小
さ
な
自
然
に
感
動
し

な
が
ら
気
持
ち
よ
く
走
れ
ま
し
た
。
ま
た

来
年
も
参
加
し
た
い
」と
語
り
ま
し
た
。

レ
ー
ス
と
は
違
い
、
風
景
を
楽
し
み
な

が
ら
ゆ
っ
た
り
走
れ
る
こ
の
大
会
。
最
近

自
転
車
に
乗
り
始
め
た
、
と
い
う
皆
さ
ん

も
、
来
年
は
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

市
は『
安
全
・
安
心
・
健
康
の
ま
ち
づ
く

り
事
業
』を
広
め
る
た
め
、
食
品
残
渣
ざ
ん
さ
（
生

ご
み
）
利
用
堆
肥
を
使
っ
た
プ
ラ
ン
タ
ー

栽
培
体
験
講
座
を
韮
山
庁
舎
で
開
催
。
百

二
十
人
の
市
民
が
参
加
し
、
講
師
の
金
山

重
信
さ
ん（
元
Ｍ
Ｏ
Ａ
大
仁
農
場
長
）か
ら

栽
培
方
法
を
教
わ
り
ま
し
た
。

金
山
さ
ん
は
「
プ
ラ
ン
タ
ー
は
、
家
庭

で
手
軽
に
で
き
る
小
さ
な
ほ
場（
畑
）。
野

菜
や
植
物
の
種
類
に
よ
っ
て
最
善
の
土
を

調
合
す
る
こ
と
が
大
事
」
と
説
明
。
こ
の

日
、
親
子
で
参
加
し
た
増
田
ひ
と
み
さ
ん

（
奈
古
谷
）は
、「
レ
ッ
ド
チ
ャ
イ
ム（
ハ
ツ

カ
ダ
イ
コ
ン
）
と
小
松
菜
を
植
え
ま
し
た

が
、
こ
ん
な
に
土
に
い
ろ
い
ろ
混
ぜ
る
と

は
知
ら
な
か
っ
た
。
二
カ
月
後
の
収
穫
が

楽
し
み
で
す
」と
話
し
ま
し
た
。

長
岡
温
水
プ
ー
ル
（
プ
ー
ル
サ
ン
ゆ
う
）

が
、
入
場
者
数
五
十
万
人
を
達
成
し
ま
し

た
。
記
念
す
べ
き
五
十
万
人
目
の
来
場
者

の
佐
藤
清
美
さ
ん
（
吉
田
）
は
、「
体
力
維

持
の
た
め
に
週
三
回
程
度
通
っ
て
い
ま

す
。
場
所
が
近
く
料
金
が
安
い
こ
と
、
ス

タ
ッ
フ
が
親
切
で
交
友
も
広
が
る
こ
と
が

こ
の
プ
ー
ル
の
い
い
と
こ
ろ
」
と
語
り
ま

し
た
。
長
岡
温
水
プ
ー
ル
指
定
管
理
者
の

伊
豆
ス
イ
ム
サ
ポ
ー
ト
・
水
野
隆
一
郎
さ

ん
に
よ
れ
ば
「
水
泳
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら

高
齢
者
ま
で
誰
も
が
で
き
る
運
動
。
教
室

を
多
数
用
意
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
」

と
の
こ
と
。
冬
も
温
か
い
温
水
プ
ー
ル
で
、

皆
さ
ん
も
健
康
増
進
し
て
み
て
は
？

問
合
せ

長
岡
温
水
プ
ー
ル

電
話
０
５
５（
９
４
７
）０
１
７
６

安
全
・
安
心
を
育
て
る

プ
ラ
ン
タ
ー
栽
培
体
験
講
座

愛
さ
れ
て
五
十
万
人
　

長
岡
温
水
プ
ー
ル

大
仁
の
水
晶
苑
で
、
今
年
度
二
回
目
の

『
手
作
り
作
品
展
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

作
品
は
す
べ
て
日
ご
ろ
水
晶
苑
を
利
用
し

て
い
る
人
た
ち
の
手
作
り
で
、
手
芸
、
絵

画
、
木
工
、
折
り
紙
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

種
類
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
ど
の
作
品
も

プ
ロ
顔
負
け
の
力
作
で
、
期
間
中
、
利
用

者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

水
晶
苑
で
は
、
こ
の
よ
う
な
期
間
限
定

の
催
し
の
ほ
か
、
月
・
火
・
木
曜
日
の
介
護

予
防
教
室
や
月
〜
金
曜
日
の
一
般
体
操
教

室
も
毎
週
開
催
し
て
お
り
、
温
泉
入
浴
、

囲
碁
・
将
棋
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の
設
備
も

あ
り
ま
す
。
水
晶
苑
は
、
六
十
歳
以
上
の

市
民
な
ら
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

問
合
せ

老
人
憩
い
の
家
水
晶
苑

電
話
０
５
５
８（
７
６
）４
６
９
７

プ
ロ
顔
負
け
の
作
品
展

老
人
憩
い
の
家

水
晶
苑

史
上
最
多
六
百
一
人

狩
野
川
一
〇
〇
キ
ロ
サ
イ
ク
リ
ン
グ

５０万人目の入場者となった佐藤さん（右から２番目）
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9／28

9／28

9／29～
10／10

自分で土を調合しプランターに種を植える参加者

子どもからお年寄りまで過去最多６０１人が参加

施設利用者による力作が展示された水晶苑


